
本作品はCC-BY-NC-NDライセンスによって許諾されています。ライセンスの詳しい内容は 
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/deed.ja でご確認ください。

© 2004 TSUKUDA Hitoshi (Licensed under CC BY NC ND 4.0)

日本IT書紀

佃 均

041 世界へ

03 未剖篇
巻之五 靉靆



＝巻之五 靉靆＝ 

 19 

第
四
十
一 

  
 

世
界
へ 

   
 
 
 
 

一 
  

こ
こ
で
い
う
「
世
界
へ
」
は
、
世
界
に
飛
び
出
し
て
い
く
、
あ
る

い
は
今
日
的
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
意
味
合
い
で
は
な
い
。
殖

産
興
業
、
富
国
強
兵
で
内
側
に
注
が
れ
て
い
た
目
線
が
、
日
清
・
日

露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
境
に
（
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
和

洋
折
衷
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
機
に
）
外
界
に
向
け
ら
れ
た
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

最
も
早
く
外
国
―
―
明
治
期
に
い
う
「
外
国
」
と
は
、
ま
ず
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
指
し
て
い
た
―
―
に
目
を
向
け
て
、
舶
来
の
計
算
装
置
を

導
入
し
た
の
は
、
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
で
あ
る
。
同
社
の
社
史

『
ニ
ッ
セ
イ
一
〇
〇
年
史
』
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
長
い
の
だ
が
該
当
部

分
を
引
用
す
る
。 

 

【 

事
務
機
械
化
へ
の
先
駆
け 

】 
 

テ
ー
ト
ス
計
算
機 

 

生
命
保
険
の
事
務
は
計
算
、
統
計
と
い
っ
た
種
類
の
も
の
が
多
く
、

し
か
も
そ
れ
が
大
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
機
械
・
器
具
を
利
用
す
る
の

に
適
し
て
お
り
、
欧
米
各
国
と
も
早
く
か
ら
機
械
化
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
当
社
も
こ
う
し
た
海
外
諸
国
の
業
界
の
動
き
に
注
目
、
明
治

三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
テ
ー
ト
ス
計
算
機
を
購
入
し
て
機
械
化
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 
 

テ
ー
ト
ス
計
算
機
は
当
時
の
著
名
な
保
険
数
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
キ

ン
グ
の
著
書
で
も
紹
介
さ
れ
た
評
判
の
計
算
機
械
で
、
副
社
長
の
片

岡
直
温
が
こ
の
年
の
十
一
月
に
海
外
視
察
か
ら
帰
国
し
た
と
き
、
英

国
よ
り
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
社
第
一
号
の
テ
ー
ト

ス
計
算
機
は
、
主
に
保
険
数
理
の
実
務
計
算
に
使
用
さ
れ
て
事
務
能

率
の
向
上
に
成
果
を
あ
げ
、
社
内
外
で
話
題
に
な
っ
た
。 

 

明
治
三
十
六
年
四
月
、
当
社
は
全
国
の
代
理
店
主
を
前
年
新
築
し

た
ば
か
り
の
本
店
に
招
待
し
た
。
そ
の
日
の
社
内
見
学
の
模
様
を

『
社
報
』
第
十
二
号
（
明
治
三
十
六
年
四
月
）
は 

 

「
主
計
課
室
に
て
は
計
算
機
を
説
明
せ
し
を
以
て
、
来
賓
は
多
く

茲
に
足
を
止
め
た
る
も
の
の
如
か
り
き
」 

 

と
、
参
観
者
の
多
く
が
テ
ー
ト
ス
計
算
機
に
深
い
関
心
と
興
味
を

示
し
た
様
子
を
記
し
て
い
る
。 

  
ミ
リ
オ
ネ
ー
ヤ
乗
除
計
算
機 

 

計
算
機
は
そ
の
後
世
界
各
国
で
改
良
が
加
え
ら
れ
性
能
の
良
い
新

製
品
が
相
次
い
で
開
発
さ
れ
た
。
当
社
は
そ
れ
ら
優
秀
な
計
算
機
の
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買
い
替
え
や
増
設
を
進
め
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
は
、
当

時
世
界
で
最
も
進
ん
だ
計
算
機
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ス
イ
ス
製
の

ミ
リ
オ
ネ
ー
ヤ
乗
除
計
算
機
を
導
入
し
、
責
任
準
金
の
計
算
に
利
用

し
た
。
ま
た
こ
れ
に
統
い
て
マ
ル
セ
ー
デ
ス
、
ラ
イ
ン
メ
タ
ル
、
モ

ン
ロ
ー
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
等
最
新
の
計
算
機
を
備
え
付
け
て
事
務
の

能
率
増
進
に
努
め
た
。 

 

大
正
十
二
年
四
月
一
目
か
ら
十
五
日
ま
で
、
第
一
回
生
命
保
険
展

覧
会
が
大
阪
長
堀
橋
高
島
屋
呉
服
店
で
開
催
さ
れ
た
折
に
は
、
当
社

か
ら
ミ
リ
オ
ネ
ー
ヤ
計
算
機
を
展
示
・
実
演
し
て
入
場
者
の
注
目
を

集
め
た
。
そ
の
後
も
用
途
に
従
っ
て
そ
れ
に
適
し
た
各
種
の
計
算
機

を
購
入
・
使
用
し
、
昭
和
初
期
に
は
マ
ル
セ
ー
デ
ス
計
算
機
三
台
、

ミ
リ
オ
ネ
ー
ヤ
計
算
機
二
台
、
ア
リ
ス
モ
ス
計
算
機
、
サ
ン
ド
ス
ト

ラ
ン
ド
計
算
機
、
ラ
イ
ン
メ
タ
ル
計
算
機
各
一
台
が
稼
動
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
サ
ン
ド
ス
ト
ラ
ン
ド
計
算
機
は
計
算
と
同
時
に
製
表
す
る

機
械
で
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
事
務
の
合
理
化
能
率
化
促
進
の
た
め
、
謄
写
印
刷
機
械
類

と
し
て
輪
転
謄
写
機
一
台
、
デ
ィ
ト
ー
複
写
機
三
台
を
、
ま
た
、
写

真
機
と
し
て
フ
ォ
ト
ス
タ
ッ
ト
複
写
写
真
機
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
引
伸

機
等
を
備
え
て
い
た
。 

  

マ
ル
セ
ー
デ
ス
、
ラ
イ
ン
メ
タ
ル
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
、
サ
ン
ド
ス

ト
ラ
ン
ド
な
ど
、
一
般
的
な
計
算
機
の
歴
史
に
登
場
し
な
い
機
械
の

名
前
も
あ
る
。 

 

「
マ
ル
セ
ー
デ
ス
」
は
「
メ
ル
セ
デ
ス
」
と
発
音
す
る
と
馴
染
み

が
あ
る
の
だ
が
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
メ
ル
セ
デ
ス
社
と
は
直
接
の

つ
な
が
り
が
な
い
ら
し
い
。
手
動
の
歯
車
式
計
算
機
「M

ercedes 
Euklid M

odel

」
を
作
っ
て
い
た
。
一
九
〇
五
年
に
ド
イ
ツ
で
初
号

機
が
発
売
さ
れ
、
以
後
、
改
良
と
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
が
重
ね
ら
れ
た
。

大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
に
現
物
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
ラ
イ
ン
メ
タ
ル
」
は
ド
イ
ツ
の
兵
器
・
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

で
、
一
八
八
九
年
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
設
立
さ
れ
た
ラ
イ
ン
金

属
製
品
・
機
械
製
造
株
式
会
社
」（Rheinische M

etallw
aaren und 

M
aschinenfabrik A

ktiengesellschaft

）
の
こ
と
。
第
一
次
大
戦
で

ド
イ
ツ
帝
国
が
敗
戦
し
て
武
器
の
製
造
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

ゼ
ン
マ
ー
ダ
ー
（Söm

m
erda

）
の
工
場
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
事

務
機
器
、
カ
メ
ラ
、
計
算
機
な
ど
を
作
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
と
き
、
計
算
機
専
門
子
会
社
の
「
ラ
イ
ン
メ
タ
ル
パ
ン
チ
カ

ー
ド
」
社
で
電
気
技
師
だ
っ
た
グ
ス
タ
フ
・
タ
ウ
シ
ェ
ク
が
パ
ン
チ

カ
ー
ド
式
計
算
機
を
開
発
し
た
。
ホ
レ
リ
ス
の
会
計
集
計
機
械
装
置

の
亜
流
（
改
良
）
だ
っ
た
と
見
て
い
い
。 

 
「
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
」
は
ア
メ
リ
カ
の
計
算
機
メ
ー
カ
ー
で
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
あ
っ
た
。
オ
ド
ナ
ー
の
計
算
機
を

製
造
し
て
い
た
。
東
京
理
科
大
学
に
一
九
一
一
年
製
の
マ
シ
ン
が
、

総
務
省
の
統
計
博
物
館
に
一
九
二
五
年
の
マ
シ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
保
存
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さ
れ
て
い
る
。 

 
「
サ
ン
ド
ス
ト
ラ
ン
ド
」
は
一
九
一
三
年
、
グ
ス
タ
フ
・
デ
イ
ビ

ッ
ド
・
サ
ン
ド
ス
ト
ラ
ン
ド
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州
ロ
ッ

ク
フ
フ
ォ
ー
ド
に
創
業
し
た
機
械
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
手
動
の
歯
車

式
卓
上
計
算
機
を
作
っ
て
い
た
。
電
卓
式
キ
ー
配
列
の
原
型
と
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
「
輪
転
謄
写
機
」
や
「
複
写
機
」
が
事
務
合
理
化
の
機
器
に

数
え
ら
れ
て
い
る
。
プ
リ
ン
タ
ー
、
複
写
機
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど

が
一
般
家
庭
に
普
及
し
て
い
る
現
在
か
ら
見
る
と
、
い
か
に
も
不
思

議
に
聞
こ
え
る
が
、
実
を
言
え
ば
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
さ
え
、

そ
う
し
た
機
器
は
「
Ｏ
Ａ
」（
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の

機
器
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。 

 

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
計
算
機
」
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

性
能
に
お
い
て
は
現
今
で
い
う
卓
上
計
算
機
で
あ
っ
て
、
利
用
者
が

要
求
す
る
デ
ー
タ
の
加
工
・
編
集
に
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
人
の
頭
脳
と
指
に
頼
る
十

露
盤
を
代
替
す
る
「
計
算
用
の
機
器
」
で
あ
っ
た
が
、
と
も
あ
れ
情

報
処
理
に
対
す
る
日
本
生
命
の
関
心
は
強
か
っ
た
。 

 

次
い
で
一
九
〇
三
年
一
月
、
第
一
生
命
が
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
万

国
博
覧
会
で
入
賞
し
た
ミ
リ
オ
ネ
ア
計
算
機
を
購
入
し
た
こ
と
が

『
第
一
生
命
五
十
五
年
史
』
に
見
え
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
近
代

式
計
算
機
の
利
用
は
、
ま
ず
保
険
業
界
か
ら
始
ま
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

こ
う
し
た
中
で
、
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
の
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置

に
つ
い
て
も
、
日
本
代
理
店
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
代
理
店

と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
「
森
村
商
事
」
と
い
う
会
社
だ
っ
た
。 

 

や
や
迂
遠
な
が
ら
、
そ
の
前
身
で
あ
る
森
村
組
の
こ
と
を
書
く
。 

 

森
村
組
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
家
で
、
京
橋
に
店
を
構
え
、
陸

運
業
の
か
た
わ
ら
諸
藩
の
江
戸
屋
敷
に
出
入
り
し
て
武
具
や
袋
物
を

商
っ
て
い
た
。 

 

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
十
月
二
日
、
に
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
・
９
の
大
地
震
が
江
戸
の
町
を
直
撃
し
た
。 

 

い
わ
ゆ
る
「
安
政
大
地
震
」
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
記
録
に
よ
る
と

全
壊
・
焼
失
家
屋
一
万
四
三
四
六
戸
、
死
者
四
千
人
、
窮
民
三
十
八

万
人
が
出
た
と
さ
れ
る
。
倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ
て
「
当

代
一
」
と
い
わ
れ
た
漢
学
者
・
藤
田
東
湖
が
五
十
一
歳
で
圧
死
し
た

の
も
こ
の
と
き
だ
っ
た
。 

 
こ
の
地
震
で
起
っ
た
大
火
で
、
森
村
組
の
全
財
産
が
灰
に
な
っ
た
。

当
主
の
五
代
目
市
左
衛
門
は
再
興
の
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

こ
で
十
七
歳
の
市
太
郎
は
、
以
後
し
ば
ら
く
、
震
災
跡
の
片
付
け
人

足
の
仕
事
で
日
銭
を
稼
ぎ
、
あ
る
い
は
露
店
で
タ
バ
コ
な
ど
を
売
っ

て
一
家
を
支
え
た
。 
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安
政
六
年
（
一
八
五
九
）、
日
米
修
好
通
商
条
約
で
横
浜
が
開
港

さ
れ
る
と
す
ぐ
、
市
太
郎
は
横
浜
に
出
向
い
て
外
国
製
の
ラ
シ
ャ
や

時
計
な
ど
を
仕
入
れ
、
江
戸
に
運
ん
で
薄
利
で
販
売
し
た
。
京
橋
と

横
浜
の
間
三
十
二
キ
ロ
の
道
を
徒
歩
で
往
復
し
た
と
い
う
か
ら
、
苦

労
の
ほ
ど
が
分
か
る
。 

 

森
村
組
は
復
興
さ
れ
、
再
び
緒
藩
の
江
戸
屋
敷
か
ら
声
が
か
か
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
市
太
郎
は
出
入
り
を
許
さ

れ
た
中
津
藩
江
戸
屋
敷
で
福
沢
諭
吉
、
土
佐
藩
江
戸
屋
敷
で
板
垣
退

助
や
後
藤
象
二
郎
と
懇
意
に
な
り
、
板
垣
退
助
の
勧
め
で
幕
府
お
抱

え
の
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
か
ら
近
代
式
兵
装
の
製
作
法
を
学
ん
だ
。 

 

こ
れ
に
よ
り
森
村
組
は
日
米
修
好
通
商
条
約
を
批
准
す
る
幕
府
代

表
団
九
十
六
名
の
礼
装
や
儀
礼
用
品
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
お
よ
び
ア

メ
リ
カ
政
府
要
人
三
十
人
分
の
お
土
産
品
の
調
達
を
受
令
し
た
。
す

な
わ
ち
咸
臨
丸
に
よ
る
初
の
太
平
洋
横
断
視
察
団
で
あ
る
。 

 

咸
臨
丸
の
渡
米
に
は
余
談
が
あ
る
。 

 

安
政
六
年
、
幕
府
は
通
商
条
約
批
准
使
節
を
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
す

る
こ
と
に
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
日
本
の
使
節
団
は
ア
メ
リ
カ

東
洋
艦
隊
の
軍
艦
「
ポ
ー
ハ
タ
ン
」
号
に
乗
船
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
幕
府
内
で
異
論
が
出
た
。
ま
る
で
幕
府
の
使
節
団

を
人
質
に
取
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。 

 

「
幕
府
の
軍
艦
を
護
衛
に
付
け
る
べ
き
で
あ
る
」 

 

と
い
う
議
論
と
な
り
、
ま
ず
幕
府
軍
艦
「
観
光
」
丸
が
候
補
に
あ

が
っ
た
。 

 

し
か
し
「
観
光
」
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
。
こ
の
た
め
、「
任

に
耐
え
ず
」
と
判
断
さ
れ
た
。 

 

次
い
で
佐
賀
鍋
島
藩
が
保
有
す
る
練
習
船
「
長
陽
」
が
候
補
に
の

ぼ
っ
た
。
し
か
し
「
長
陽
」
を
長
崎
か
ら
回
航
す
る
に
は
時
間
が
か

か
り
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
断
念
さ
れ
た
。
咸
臨
に
白
羽
の
矢
が
立

っ
た
の
は
、
た
ま
た
ま
江
戸
湾
に
あ
っ
た
、
と
い
う
理
由
に
過
ぎ
な

い
。 

 

乗
組
員
は
「
観
光
」
丸
で
約
四
年
間
に
わ
た
る
厳
し
い
訓
練
に
耐

え
た
熟
練
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
が
、「
咸
臨
」
は
本
来
、
近
海
で
使
用
す

る
浅
吃
水
型
軍
艦
で
あ
っ
て
、
外
洋
航
海
に
向
い
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
大
平
洋
を
往
復
し
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
向
こ
う
見
ず
も

甚
だ
し
い
。 

 

現
在
、
日
本
の
外
洋
を
走
る
フ
ェ
リ
ー
で
す
ら
、
船
体
は
鉄
鋼
で

で
き
、
排
水
量
は
一
万
五
千
ト
ン
、
全
長
は
約
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
こ
れ
で
太
平
洋
を
渡
ろ
う
」
と
は
誰

も
考
え
な
い
。 

 
ア
メ
リ
カ
の
士
官
は
繰
り
返
し 

 
―
―
無
謀
で
あ
る
。 

 
と
忠
告
し
た
が
、
幕
府
（
と
い
う
よ
り
勝
麟
太
郎
）
は
聞
か
な
か

っ
た
。 

 

も
っ
と
乱
暴
だ
っ
た
の
は
日
本
使
節
団
で
、 
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「
幕
府
の
船
が
随
行
す
る
の
な
ら
、
わ
れ
ら
は
そ
ち
ら
で
行
く
」 

 
と
言
い
出
し
た
。 

 
あ
ま
り
に
無
茶
な
計
画
に
ア
メ
リ
カ
東
洋
艦
隊
は
卒
倒
し
か
け
た

が
、
ポ
ー
ハ
タ
ン
が
着
か
ず
離
れ
ず
同
道
し
、
正
使
の
外
国
奉
行
新

見
正
興
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
で
行
く
こ
と
を
条
件
に
し
ぶ
し
ぶ
承

知
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
当
の
ポ
ー
ハ
タ
ン
の
機
関
が
故
障
し
て
ハ
ワ
イ
で
足
止

め
を
食
っ
た
。
た
め
に
ハ
ワ
イ
―
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
は
咸
臨
の

単
独
行
と
な
っ
た
。 

  

以
下
は
余
談
の
余
談
。 

 

太
平
洋
往
復
の
快
挙
の
の
ち
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
七
）
の
八
月

十
九
日
、「
咸
臨
」
は
榎
本
武
揚
率
い
る
幕
府
艦
隊
の
輸
送
船
と
し

て
江
戸
湾
を
脱
出
し
た
。
房
総
沖
で
嵐
に
遭
い
、
同
航
の
「
蟠
竜
」

丸
と
と
も
に
漂
流
し
て
清
水
港
へ
入
っ
た
。「
蟠
龍
」
は
修
復
し
て

出
港
し
た
が
、「
咸
臨
」
は
嵐
で
マ
ス
ト
を
折
っ
た
た
め
航
行
不
能

の
状
態
だ
っ
た
。 

 

九
月
十
八
日
、
維
新
政
府
の
軍
艦
「
富
士
山
」「
武
蔵
」「
飛
竜
」

が
〝
榎
本
艦
隊
〞
の
「
咸
臨
」
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
と
き
「
咸
臨
」

は
修
理
の
た
め
武
器
を
陸
揚
げ
し
て
い
た
。
こ
れ
が
た
め
に
戦
う
こ

と
が
で
き
ず
、
白
旗
を
上
げ
て
降
伏
の
意
志
を
示
し
た
。
し
か
し
官

軍
は
そ
れ
を
無
視
し
て
多
く
の
乗
員
を
殺
害
し
た
。
そ
の
犠
牲
者
の

遺
体
を
手
厚
く
葬
っ
た
の
は
「
清
水
の
次
郎
長
」
の
異
名
で
知
ら
れ

る
任
侠
・
山
本
長
五
郎
だ
っ
た
。 

 

「
咸
臨
」
は
維
新
政
府
で
大
蔵
省
所
管
と
な
り
、
一
八
六
九
年
に

回
漕
業
の
木
村
萬
平
に
譲
渡
さ
れ
、
し
ば
ら
く
北
海
道
の
物
産
輸
送

に
活
躍
し
た
が
、
一
八
七
一
年
九
月
十
九
日
、
箱
館
か
ら
小
樽
に
向

か
う
途
中
、
キ
サ
ラ
岬
の
沖
合
で
座
礁
し
、
翌
二
十
日
破
砕
し
た
。

残
存
し
て
い
れ
ば
重
要
文
化
財
な
い
し
博
物
館
入
り
で
あ
る
こ
と
疑

い
を
得
な
い
。 

  
 
 
 
 

三 
  

森
村
市
太
郎
は
幕
末
維
新
の
回
天
に
際
し
て
、
会
津
攻
め
に
向
か

っ
た
土
佐
藩
の
物
資
の
調
達
と
運
送
を
引
き
受
け
て
い
る
。
徳
川
一

辺
倒
の
江
戸
市
中
に
あ
っ
て
官
軍
御
用
を
承
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に

市
太
郎
の
先
見
性
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
森
村
組
は

新
政
府
の
要
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
明
治
政
府
に
お

い
て
本
業
で
あ
る
武
具
の
陸
軍
御
用
達
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
か
ら

市
太
郎
は
商
才
を
発
揮
し
始
め
た
。 

 
貿
易
事
業
に
乗
り
出
し
た
の
は
福
沢
諭
吉
の
教
唆
に
よ
っ
て
い
る
。

森
村
は
、
横
浜
で
外
国
人
貿
易
商
人
と
交
渉
す
る
中
で
、
日
本
と
外

国
の
為
替
が
不
平
等
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
諭
吉
に
相
談
す

る
と
、 
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「
そ
の
た
め
に
は
国
力
を
高
め
る
ほ
か
な
い
」 

 
と
い
う
返
事
だ
っ
た
。 

 
海
外
に
流
出
す
る
金
を
取
り
戻
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。 

 

「
貿
易
し
か
な
い
」 

 

と
森
村
は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
折
か
ら
欧
米
で
東
洋
ブ
ー
ム

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
西
洋
の
陶
器
に
花
鳥
風
月
が
描

か
れ
、
白
磁
に
紺
色
の
文
様
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
有

田
焼
と
清
水
焼
を
模
倣
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
陶
器
を
包
ん
で
い

た
反
故
紙
が
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
た
。
反
故
紙
に
は
浮
世
絵
が
刷

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
画
風
が
、
印
象
派
の
画
家
た
ち
に
影
響
を
与
え

た
。 

 

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
で
あ
る
。 

 

パ
リ
で
は
自
称
・
他
称
の
文
化
人
が
集
ま
っ
て
論
談
を
交
わ
す
サ

ロ
ン
が
盛
ん
に
開
か
れ
て
い
た
。 

 

そ
こ
に
出
入
り
し
て
い
た
モ
ー
リ
ス
・
ジ
ョ
ワ
イ
ア
ン
と
い
う
人

物
が
い
た
。
す
で
に
本
の
装
丁
家
と
し
て
名
を
成
し
て
い
た
彼
は
、

貧
困
の
中
で
絵
画
を
描
き
続
け
る
若
い
画
家
を
支
援
し
た
。 

 

ジ
ョ
ワ
イ
ア
ン
の
目
に
止
ま
っ
た
の
は
南
フ
ラ
ン
ス
の
片
田
舎
か

ら
出
て
き
た
体
が
不
自
由
な
青
年
画
家
だ
っ
た
。
名
を
ア
ン
リ
・

ド
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と
い
っ
た
。 

 

そ
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ワ
イ
ア
ン
は
次
の
よ
う
に

書
き
残
し
て
い
る
。 

  

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
モ
ン
マ
ル
ト
ル
通
り
十
九
番
の
半
地
下
で
織
り

な
さ
れ
る
す
べ
て
の
こ
と
に
非
常
に
熱
心
に
立
会
い
、
貪
欲
に
学
ぼ

う
と
し
て
い
た
。
現
在
は
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
テ
オ
ド
ー
ル
・

デ
ュ
レ
の
日
本
の
浮
世
絵
と
絵
本
の
素
晴
ら
し
い
収
集
品
が
委
託
さ

れ
た
と
き
は
、
何
昼
夜
も
か
け
て
そ
れ
を
整
理
し
、
北
斎
や
歌
麿
、

清
長
や
春
信
の
作
品
に
つ
い
て
の
知
識
を
仕
入
れ
、
彼
ら
の
落
款
を

読
み
取
れ
る
よ
う
に
覚
え
た
り
、
書
い
た
り
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

浮
世
絵
を
研
究
す
る
う
ち
に
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
、
黄
色
と
緑
と

空
刷
り
を
施
し
た
灰
色
の
織
り
な
す
調
和
が
微
妙
な
鳥
居
派
と
春
信
、

も
っ
と
多
彩
で
複
雑
な
清
長
、
歌
麿
、
栄
之
の
初
刷
り
か
ら
学
ん
だ
。 

 

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
歌
麿
の
吉
原
の
絵
本
に
特
に
傾
倒
し
て
い
た
。

そ
こ
に
は
青
と
薔
薇
色
と
緑
の
洗
練
さ
れ
た
色
階
の
す
べ
て
が
あ
っ

た
。
そ
の
色
彩
に
は
い
い
得
て
妙
な
、
詩
的
な
名
称
が
つ
い
て
い
た
。

茄
子
の
白
、
魚
の
腹
の
白
、
薔
薇
色
の
雪
、
桃
花
雪
、
青
味
が
か
っ

た
雪
、
桃
花
月
、
海
老
緑
、
玉
葱
の
芯
の
緑
、
緑
茶
、
蟹
緑
、
濃
い

青
は
空
の
黒
と
い
う
具
合
だ
っ
た
。 

  
絵
画
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
陶
器
も
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も

て
は
や
さ
れ
た
。
金
と
朱
と
緑
が
鮮
や
か
な
有
田
、
伊
万
里
、
九
谷
。

大
型
の
絵
皿
や
香
壷
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貴
族
に



＝巻之五 靉靆＝ 

 25 

館
の
装
飾
品
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
の
だ
。
あ
る
い
は
白
地
に
紺
の
絵

柄
を
つ
け
た
だ
け
の
簡
素
な
清
水
。 

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
起
こ
っ
た
こ
の
動
き
は
、
大
西
洋
を
渡
っ
て
ア
メ

リ
カ
で
も
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も
ま

た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
、
文
芸
、
絵
画
、
機
械
、
器
具
に
憧
れ
て

い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
世
界
の
規
範
だ
っ
た
。 

 

―
―
日
本
の
伝
統
的
な
漆
器
や
陶
器
を
輸
出
し
て
は
ど
う
か
。 

 

と
考
え
る
の
は
凡
百
の
商
才
で
あ
る
。 

 

―
―
他
に
な
い
独
創
的
な
も
の
。 

 

―
―
欧
米
人
の
目
か
ら
見
て
日
本
的
な
る
も
の
。 

 

と
い
う
発
想
が
市
太
郎
の
商
才
だ
っ
た
。 

           

                      



第 38 国勢調査（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社 

一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
滋
賀
県
彦
根
出

身
で
第
百
三
十
三
国
立
銀
行
頭
取
だ
っ
た
久
世
助
三
郎
（
ひ
ろ
せ
・
す
け
さ

ぶ
ろ
う
／
１
８
４
３
〜
１
９
１
３
）
が
地
元
の
地
縁
的
相
互
扶
助
組
織
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
大
阪
府
知
事
に
「
有
限
責
任
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
」

の
創
立
願
い
を
提
出
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
藤
澤
利
喜
太
郎
（
ふ
じ

さ
わ
・
り
き
た
ろ
う
／
１
８
６
１
〜
１
９
３
３
）
が
日
本
の
諸
統
計
を
用
い

て
作
成
し
た
「
本
邦
死
亡
生
残
表
」
で
生
命
保
険
の
有
用
性
を
力
説
、
七
月

四
日
に
受
理
さ
れ
、
九
月
二
十
日
に
事
業
を
開
始
し
た
。 

『
ニ
ッ
セ
イ
一
〇
〇
年
史
』 

一
九
八
九
年
（
平
成
一
）
／
日
本
生
命
保
険

相
互
会
社
編
／
三
〇
三
頁
／
非
売
品
。 

グ
ス
タ
フ
・
タ
ウ
シ
ェ
ク 

Gustav T
auschek

／
１
８
９
９
〜
１
９
４
５
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
計
算
機
の
開
発

に
従
事
し
た
。
磁
気
ド
ラ
ム
メ
モ
リ
ー
の
開
発
者
で
も
あ
る
。 

ラ
イ
ン
メ
タ
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ド
社 

一
九
二
八
年
、
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
買
収
さ

れ
た
。 

グ
ス
タ
フ
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
サ
ン
ド
ス
ト
ラ
ン
ド 

Gustaf D
avid Sundstr 

and

／
１
８
８
０
〜
１
９
３
０
。 

袋
物 

ふ
く
ろ
も
の
：
文
字
通
り
「
袋
」
の
形
を
し
た
物
入
れ
。
古
く
は
、

腰
に
小
さ
な
袋
を
下
げ
た
古
墳
時
代
の
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
口
を
閉
め

る
組
紐
や
金
具
の
製
造
元
と
武
具
・
馬
具
の
製
造
元
が
共
通
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
森
村
組
は
江
戸
の
武
家
屋
敷
を
相
手
に
両
方
を
商
っ
て
い
た
。 

片
岡
直
温 

か
た
お
か
・
な
お
は
る
／
１
８
５
９
〜
１
９
３
４
。
高
知
県
に

生
ま
れ
、
ま
ず
寺
の
小
僧
と
な
り
、
一
八
八
〇
年
に
兄
直
輝
（
一
八
五
六
〜

一
九
二
七
、
海
軍
大
主
計
の
の
ち
日
本
銀
行
大
阪
支
店
長
を
経
て
大
阪
瓦
斯

社
長
）
を
頼
っ
て
上
京
し
た
。
内
務
省
に
入
り
滋
賀
県
警
察
部
長
と
な
っ
た

が
、
一
八
八
九
年
、
弘
世
太
郎
と
共
同
で
日
本
生
命
保
険
を
設
立
し
た
。
の

ち
社
長
兼
任
の
ま
ま
衆
院
議
員
と
な
り
、
若
槻
礼
次
郎
内
閣
で
蔵
相
に
就
任

し
た
が
、
震
災
手
形
の
処
理
を
め
ぐ
る
野
党
と
の
答
弁
が
昭
和
金
融
恐
慌
の

き
っ
か
け
を
作
っ
た
。 

安
政
大
地
震 

前
年
十
一
月
に
も
大
地
震
が
関
東
・
東
海
地
方
を
襲
っ
て
東

海
道
の
交
通
が
途
絶
し
た
。
十
二
月
に
は
江
戸
で
大
火
が
発
生
、
明
け
た
安

政
二
年
は
諸
外
国
の
艦
船
来
航
に
加
え
、
三
月
に
日
本
橋
・
浅
草
に
火
災
が

発
生
す
る
な
ど
、
江
戸
市
中
に
不
安
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
十
月
に
発
生

し
た
こ
の
大
地
震
が
市
民
に
心
理
的
動
揺
を
与
え
、
幕
末
へ
の
歩
み
を
加
速

さ
せ
た
と
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
。 

藤
田
東
湖 

ふ
じ
た
・
と
う
こ
／
１
８
０
６
〜
１
８
５
５
。
通
り
名
は
「
虎

之
助
」、
諱
は
「
彪
」（
た
け
き
）。
藤
田
幽
谷
の
子
と
し
て
水
戸
に
生
ま
れ
、

水
戸
藩
に
出
仕
し
た
。
彰
考
館
編
集
、
同
総
裁
代
理
を
勤
め
、
水
戸
の
徳
川

斉
昭
が
幕
府
に
出
仕
す
る
の
に
伴
っ
て
海
岸
防
禦
係
、
側
用
人
と
な
り
、
橋

本
佐
内
、
横
井
小
楠
、
西
郷
隆
盛
ら
と
交
友
し
た
。 

日
米
修
好
通
商
条
約 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
月
十
九
日
、
神
奈
川
沖

停
泊
の
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
旗
艦
ボ
ー
ハ
タ
ン
号
艦
上
で
調
印
さ
れ
た
。

調
印
に
臨
ん
だ
の
は
幕
府
下
田
奉
行
井
上
清
直
、
目
付
岩
瀬
忠
震
、
駐
下
田

ア
メ
リ
カ
公
使
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
だ
っ
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
幕
府

は
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
の
条
約
を
結
び
（
い

わ
ゆ
る
安
政
五
か
国
条
約
）、対
し
て
京
都
の
朝
廷
は
こ
れ
を
不
満
と
し
て
条

約
の
破
棄
を
幕
府
に
命
じ
、
か
つ
長
州
な
ど
勤
皇
反
幕
雄
藩
に
外
国
船
打
払

い
の
勅
命
を
出
し
た
。
こ
の
と
き
か
ら
幕
末
維
新
の
動
乱
が
始
ま
っ
た
。 

板
垣
退
助 

い
た
が
き
・
た
い
す
け
／
１
８
３
７
〜
１
９
１
９
。
土
佐
（
高
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知
県
）
藩
士
。
旧
姓
は
「
乾
」。
戊
辰
戦
争
で
大
隊
司
令
・
総
督
府
参
与
と
な

り
会
津
攻
め
を
受
け
持
っ
た
。
維
新
政
府
の
参
議
と
な
っ
た
が
征
韓
論
に
敗

れ
て
下
野
し
、
七
四
年
「
愛
国
公
党
」
を
結
成
し
た
。
八
一
年
「
自
由
党
」

を
結
成
し
自
由
民
権
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
八
二
年
四
月
岐
阜
で
遊
説
中
に

襲
わ
れ
重
傷
を
負
っ
た
。八
七
年
、政
府
は
自
由
民
権
運
動
を
抑
え
る
た
め
、

板
垣
に
伯
爵
を
授
け
た
が
こ
れ
に
懐
柔
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
九
六
年

第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
で
内
相
を
務
め
た
。 

後
藤
象
二
郎 

ご
と
う
・
し
ょ
う
じ
ろ
う
／
１
８
３
８
〜
１
８
９
７
。
土
佐

藩
士
。
一
八
六
四
年
、
長
崎
で
坂
本
龍
馬
か
ら
幕
府
救
済
の
秘
策
を
聞
か
さ

れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
藩
主
山
内
容
堂
を
説
得
し
て
幕
府
に
大
政
奉
還
を
建
白

さ
せ
た
。
維
新
政
府
で
参
与
、
外
国
事
務
係
、
大
阪
府
知
事
、
参
議
な
ど
を

歴
任
し
た
。
七
三
年
板
垣
退
助
と
と
も
に
「
愛
国
公
党
」
を
興
し
た
が
、
再

三
、
公
職
へ
の
復
帰
を
図
る
な
ど
揺
れ
動
い
た
。
八
九
年
黒
田
清
隆
内
閣
、

山
県
有
朋
内
閣
、
松
方
正
義
内
閣
で
い
ず
れ
も
逓
信
相
、
第
二
次
伊
藤
博
文

内
閣
で
農
務
商
務
相
を
務
め
た
。 

近
代
式
兵
装
製
作
法
の
習
得 

も
と
も
と
森
村
組
は
馬
匹
に
よ
る
陸
送
業
の

か
た
わ
ら
、
馬
具
や
武
具
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
諸
大
名
江
戸
屋
敷

に
出
入
り
し
漆
塗
り
金
蒔
絵
の
工
芸
品
な
ど
の
注
文
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ

た
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
が
明
治
期
の
森
村
組
の
事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

咸
臨
丸 

か
ん
り
ん
ま
る
：
木
造
機
帆
（
蒸
気
機
関
と
帆
を
併
用
）
船
で
、

排
水
量
は
六
百
ト
ン
、
長
さ
約
四
十
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
七
メ
ー
ト
ル
、
機

関
の
馬
力
は
百
馬
力
だ
っ
た
。
三
十
二
ポ
ン
ド
砲
十
二
門
を
装
備
し
、
平
均

速
力
は
毎
時
六
ノ
ッ
ト
（
約
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
さ
れ
る
。
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ン
デ
ル
ク
社
で
建
造
さ
れ
「
ヤ
ー
パ
ン
」
号

と
命
名
さ
れ
た
。
日
本
の
徳
川
幕
府
か
ら
の
注
文
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

ア
メ
リ
カ
東
洋
艦
隊 

ペ
リ
ー
が
初
め
て
浦
賀
に
来
航
し
た
一
八
五
三
年
、

彼
は
東
海
岸
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
港
を
出
て
南
西
に
進
路
を
取
り
、
喜
望
峰
を

回
っ
て
イ
ン
ド
洋
に
出
た
。
日
本
か
ら
の
帰
路
、
太
平
洋
を
横
断
し
て
西
海

岸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
に
入
り
、
こ
こ
を
母
港
と
し
た
。
東
イ
ン
ド
艦

隊
の
名
が
東
洋
艦
隊
に
改
め
ら
れ
た
の
は
こ
の
と
き
だ
っ
た
。 

山
本
長
五
郎 

や
ま
も
と
・
ち
ょ
う
ご
ろ
う
／
１
８
２
０
〜
１
８
９
３
。「
清

水
次
郎
長
」
で
知
ら
れ
る
。
静
岡
県
清
水
港
の
船
頭
・
三
右
衛
門
の
三
男
に

生
ま
れ
、
米
屋
・
山
本
次
郎
八
の
養
子
と
な
っ
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
喧
嘩
好

き
で
「
清
水
一
家
」
を
率
い
、
甲
斐
の
黒
駒
勝
蔵
（
本
名
は
小
池
勝
蔵
／
１

８
３
２
〜
１
８
７
１
）、
尾
張
の
保
下
田
久
六
、
伊
勢
・
桑
名
の
安
濃
徳
（
黒

田
屋
徳
次
郎
：
本
名
は
中
野
徳
次
郎
／
１
８
２
３
〜
１
８
７
４
）
な
ど
と
抗

争
を
繰
り
返
し
、
東
海
一
の
大
親
分
と
な
っ
た
。
一
八
六
八
年
、
維
新
官
軍

の
東
海
道
総
督
府
か
ら
道
中
探
索
方
に
命
じ
ら
れ
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。

明
治
に
入
っ
て
は
山
岡
鉄
舟
な
ど
の
勧
め
で
囚
人
を
使
っ
て
富
士
裾
野
の
開

墾
に
当
た
る
一
方
、
蒸
気
船
の
建
造
や
地
元
青
年
の
た
め
に
外
国
人
教
師
を

招
く
な
ど
教
育
に
も
力
を
注
い
だ
。 

キ
サ
ラ
岬 

北
海
道
上
磯
郡
木
古
内
町
字
亀
川
に
あ
る
。
更
木
岬
と
も
。 

森
村
市
太
郎
の
商
才 

市
太
郎
は
余
剰
資
金
を
投
資
し
て
、
海
運
、
卸
売
、

生
糸
・
塩
の
取
引
き
、
金
融
業
な
ど
に
事
業
を
拡
大
し
た
。
こ
と
に
生
糸
は

開
国
当
初
、
日
本
の
主
要
な
輸
出
品
で
あ
っ
て
、
養
蚕
と
製
糸
業
が
勃
興
し

た
。
と
こ
ろ
が
生
産
さ
れ
る
生
糸
の
品
質
が
一
定
し
な
か
っ
た
。
粗
製
品
が

乱
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
市
太
郎
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
「
横

浜
生
糸
組
合
」
が
創
設
さ
れ
た
。
組
合
は
非
組
合
員
の
生
糸
商
を
排
除
す
る

権
益
集
団
で
も
あ
っ
た
が
、
品
質
の
安
定
と
値
崩
れ
の
防
止
に
役
立
っ
た
。

組
合
の
跡
は
横
浜
市
関
内
に
「
帝
蚕
関
内
ビ
ル
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。 

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム 
長
く
鎖
国
し
て
い
た
日
本
の
文
物
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
新

鮮
な
印
象
を
与
え
た
。
特
に
一
八
六
八
年
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
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に
日
本
が
初
出
展
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
関
心
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
初

期
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
総
じ
て
「
東
北
ア
ジ
ア
志
向
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

て
、
中
国
景
徳
鎮
風
の
創
作
陶
器
、
東
洋
風
で
も
あ
り
西
洋
風
で
も
あ
る
青

銅
の
置
物
な
ど
、
中
国
人
や
日
本
人
の
目
か
ら
見
た
と
き
驚
く
ほ
ど
い
び
つ

な
「
中
国
」「
日
本
」
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。
日
本
の
絵
画
や
彫
刻
、
漆
器
、

陶
芸
な
ど
が
正
し
く
理
解
さ
れ
た
の
は
十
九
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ

カ
ゴ
で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
で
あ
る
。 

ア
ン
リ
・
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク 

H
enri M

arie Raym
ond 

de T
oulouse-Lautrec-M

onfa
／
１
８
６
４
〜
１
９
０
１
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